
進 路 指 導 の 流 れ
千葉県立槇の実特別支援学校

部 年 児童・生徒に対する指導 保護者に対する指導 関係機関との連携

１ ○児童相談所、福祉課、
日々の生活や学習指導をとおして、一人一人の 個 ・進路の状況や施設の情報などを知り 社会福祉協議会等の

小 ２ 児童の力を伸ばす。 別 進路について理解を深める。 関係機関を知り、必
の ・学校での進路指導について理解し連 要に応じて相談をし

３ ・生活リズムの確立 ・気持ちの安定を図る。 教 携を図る。 ていく。
学 ・自分でできることを増やす。 育 ・福祉制度について知り、活用してい

４ （基本的な生活能力を高め、少ない支援でできるよう 支 けるように促していく。 ○福祉制度について知
にする） 援 ・状況に応じて進路相談を関係諸機関 り、活用していく。

部 ５ ・基礎基本の力の伸長 計 と連携して行う。 ・福祉施設の体験、
・社会体験を積む（公共交通機関の利用、施設の体験 画 デイサービス等の

６ 買い物など） ・進路についての調査 利用 など
・進路情報の提供

・具体的な進路について知る。 ・親の会への参加の呼びかけ ○進路先（福祉施設や
中学部への進学を大切な機会し、見学や体験を実施 ・中学部の参観や説明会の実施 事業所）の見学

・福祉制度の活用と施設の利用や体験

進 路（就 学）選 択

○関係機関（児相や福
小学部での学習を基に、中学部卒業後の生活を考え 小学部での内容を基に、義務教育終了 祉課等）との支援検

中 １ 今やるべき課題について努力する姿勢を養い、生活 後の進路や将来の生活について考る。 討会議
能力や社会性を高める。

・進路についての調査
学 ・課題の克服やさらなる力の伸長 ・進路情報の提供 ○福祉制度の活用や施

・規則正しい生活や気持ちの安定 ・施設等の見学 設の体験
２ ・社会経験を積む（公共交通機関の利用、施設の利用等） ・高等部のガイダンス（見学）

部 ・高等部の入学選考に関すること ○施設の見学など
・将来の生活についてのイメージ（職場見学など）
・高等部のガイダンス（見学・体験）
・高等部入学選考に関すること

３
進 路 選 択（決定に向けて）

○「産業現場等におけ
進路への意識、関心を高め、課題を克服し様々な力 自分の子どもに対する理解と進路に関 る実習」の実施
を高めていく。 する理解を深める （事業所や福祉施設）

１ ○自己理解
・できるできない、得手不得手など ○施設体験の実施

高 ○進路先理解 ・進路希望調査や進路相談
・学習会や見学、体験をとおして ・現場実習や施設の体験での状況の把握 ○関係機関（児相や福

年 ○将来に向けての意識や心がまえを持つ や課題の確認、今後のことの相談 祉課等）との支援検
等 ・礼儀や挨拶、健康、体力、社会性など 討会議

・進路に関する情報の提供をし、施設等
・進路希望調査や進路相談 の見学を促していく ○進路先見学（事業所

部 ・進路先見学 や福祉施設）
・進路学習会
・産業現場等における実習と評価 など

○関係機関の協力得て
の進路学習会

目指した方向に沿って個々に応じた取り組みを進 より進んだ進路先の理解と、具体的な
２ め、具体的な進路先を考えていく。 方向性を見いだす

・産業現場等における実習 ・進路希望調査や進路相談
・進路希望調査や進路相談 ・施設等の見学や相談

年 ・進路先見学会 ・現場実習の評価と実情の把握
・産業現場等における実習と評価
・進路学習会 など

進路決定に向けて、より具体的な取り組みをしてい 進路決定に向けて、生徒保護者で最善 ○ハローワークとの職
く。

（

を尽くして取り組む。 業相談会
卒業後の生活に向けての準備をする 個

３ ・ 別 ○福祉課の協力を得て
・進路希望調査や進路相談 移 ・進路希望調査や進路相談 の進路相談会
・職業相談会，雇用登録（ハローワーク） 行 ・施設等の見学や相談
・職業評価（重度判定など）（職業センター） 支

年 ・進路学習会 援 ・現場実習の評価と実情の把握
・職場先見学 計 ＊地域移行支援会議の
・産業現場等における実習と評価 など 画 実施と協力）

１年時：顔合わせ
個別移行支援計画の確認 ２年時：状況に応じて

３年時：状況に応じて
＊進路決定後，

進 路 決 定 関係機関との
引継ぎを行う

卒 ・進路先の訪問 ・家庭との連携と支援 ○進路先や相談機関と
業 ・随時必要に応じた相談 の情報交換や相談等
後 ・学校行事や同窓会 （ハローワーク、福祉

課、生活支援センタ
ーなど）


